
血液による汚染

抗体

ウイルス（HIV）に感染すると、通常、血液中に２～３週間で抗原が一時的に検出されますが、すぐに
検出されなくなります。４～８週間（個人差を考慮すると３か月）経過すると、抗体が長期にわたり検出
されるようになります。保健所が行うエイズ検査は、この抗原及び抗体の有無を調べる検査です。
したがって、感染の可能性のあった日から３ヶ月以上経ってからの検査をお勧めします。

感染が心配な出来事から

３ヶ月以上経ってから

検査を受けることをお勧めします。

● エイズ検査の流れについて

岡崎市保健所のエイズ検査は即日検査です。採血から約１時間後に結果が判明します。

確認検査
（デンシトメトリー分析装置を
用いたイムノクロマト法）

（HIV-1核酸定量）
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エイズ検査を受けられる皆様へ

● エイズ検査を受ける時期について
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即日検査
（イムノクロマト法）

採血

感染リスクのある行動から、

・３ヶ月以上経過して検査を受けた場合

「ＨＩＶに感染していない」ことを意味します。

・３ヶ月を経過せず検査を受けた場合
ＨＩＶに感染していないことを確定するために、
３ヶ月以上たってから、再検査を受けること
をお勧めします。

陰性

即日検査で判定保留となった場合、

確認検査により真の陽性（ＨＩＶ感染）かどうか見分

ける必要があります。

確認検査の結果は、後日（約１週間後）判明します。

結果を聞くために必ず再来所してください。

判定保留

当日

後日（告知）


